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◆ねらい

このカレッジは、今私たちの身近に生じている見過こせない問題や学習課題を取り上げて、それらの解

決に役立つ専門的実践的講座として組み立てています。国際・文化、人づくり、地域づくり、健康づくりの

4つのコースを設け、これらの分野を専門とする山口県立大学の講師陣と基礎・総合講座 (全体講義)

から専門講座 (コース別ゼミナール形式学習)まで、体系的・専門的。実践的に学習を積むことにより、生

活者、地域活動リーダー、職業人等としての資質を高めます。

◆対 象  この講座に関心のある県民40名
◆日 程  平成19年 12月 9日 (日 )～平成20年3月 9日 (日 )
◆会 場  山口県立大学 キャンパス内
◆プログラム

1基礎・総合講座【基礎的・総合的な学習内容を全体請義で学ぶ】
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日本の年金を考える

～今、知つておきたい年金のしくみ～

老いは誰にもいつかはやってくるもの。
そのために、今話題の日本の年金制度を中心に
わか

'り

やすく話します。
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社会福祉学部 教授
田中 耕太郎
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国際比較分析
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楽しく受講するために(受講生の自己紹介・情報交換)13:00
S

16:30
m
山口に現存する鷺流狂言
～地域につなげる伝統文化～
受け継がれてきた鷺流狂言の今を語り、山口なら
ではの地域の特色を生かした文化を考えます。

画

国際文化学部 教授
郷土文学資料センター所長

稲田 秀雄

専門:日本古典芸能 (能。狂言)、
日本中世文学
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少子高齢化の時代は、生涯現役で暮らせる社会
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座【4つのコースに分かれて、コース別に指導者を中心に進めるゼミナール方式の学習】
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学ぼう! 躍進する中国

北京オリンピックを間近にして、中国生ま :国際文化学部 教授
れの講師と共に学びます。中国の言語。: 馬  鳳如
生活。文化・社会などについて学び、語り

合い、考え合い、これからの生活や文化に :専門:中国語方言学、日中比較言語学
生かします。   (国 際・文化コース):中 甲l.を州

0'中縄地区を中心とする
今甲
日本 w :

大学生にスピーチ活動の指導をしています。   ｀ 恐 ア`  :

親のあり方セミナー     _                    .
社会福祉学部 教授              :

今、子育ての様々な問題が噴出している :        ュぃ.14上 .`ん 冒
`日
            :

地域共生センター所長             :
中で、親のあり方が問われていずす。  :        赤羽   潔          :
理論と実践を積んだ講師を中心に、問題 :         ~~   ~            :
を出し合い、子育て中の親、祖父母を始め、 : Tギ潤r¬  専門:臨床教育学、子どもの発達、悩み等の相談 :
教師や相談員、子育て支援活動者などが 三   習                         ・

.        幼少年期、青春期青年期の発達支援活動や、 :
:共に考えていきます。はづくリコーカ

・    豪た。満らaチぁ姜基芝辰面「
……｀
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適学入門                          

・
～身近な問題を通して法的思考を身につける～        熙丁拗驚朧 :

お金や土地・建物の貸し借り、子どもの :社会福祉学部 准教授
養育、少年犯罪なこ飛 な問題について、 : 藪本 知二           鰈閻甕≧痣隋 :

法はどのように対処して解決策を導き出 : 蜃蝠層σ隧 :

すのかについて学び、生活に生かしてい :専門:家族法、親権・後見、子どもの権利
きましょう。    (地域づく。リコース):家族をキー7-ドに子どもの権利、相続・遺言、   

¬置い″   :
児童。高齢者虐待など、家庭・地域での問題に従事しています。  :
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‐ 導懇ζ蜜   ぃ噸張ろう～
メタボリックシンドロームが気になる人やこ

の問題に関心のある人。

食事。運動と疾病の関係について学びな

がら、みんなで生活習慣の改善に取り組

みましょう。 (健康づくリコース)

看護栄養学部 教授
長坂 祐二

専門:糖尿病、生活習慣病、臨床病態学

健康診断に基づく生活習慣の改善等、メタボリック

シンドロームを改善する対策を指導実践しています。
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ゼミ研究発表会

昼
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交流学習会

(過年度の受講生と共に交流学習を行う)

(プログラムの詳細は後日お示しします)

閉講式

※ゼミナールの詳しい日程は、12月 16日 (日 )の「ゼミ・コース別オリエンテーション」で、受講生と

指導者の話し合いで、決定していただきます。



◆受講方法

①全体受講を原則とします。やむを得ない場合、基礎・総合講座についてのみ、部分受講を認めています。

②受講料 3,000円 (資料代を含む)(部分受講者は、資料代として1,000円のみいただきます。)
◆申込方法

下記の受講申込書に必要事項を記入して、山口県立大学附属地域共生センターヘお申し込み下さい。

11月 30日 (金)までに郵送、またはFAXで申し込んで下さい。

なお、締め切り時点で定員に達しない場合は、先着順にて定員に達するまで受け付けます。

◆主  催  山口県立大学・やまぐち桜の森カレッジ実行委員会

平成19年度「やまぐち桜の森カレッジ」受講申込書

平成 19年   月 日

※受講通知については、 12月初旬にお知らせします。
※受講料等は、当日会場にて受け付けます。

所  属  等
(あれば記入してください)

氏 名

住 所

一
丁 )

電 話 電話 (     ―     ―      ) FAX(     ―     ―      )

受
講
方
法

（ど
ち
ら
か
に
○
）

(  )全体受講

ゼミの希望コースに第 1か ら第 4ま で順番をこ記入 ください

国際 。文化コース   第 (    )希 望

人 づ く リ コ ー ス   第 (    )希 望

地域づくリコース   第 (    )希 望

健康づ くリコース   第 (    )希 望

(  )部分受講

〔申し込み/お問い合わせ先〕

山1口‐県立大学附属地域共生センタニ

〒753=8502山口市桜1畠3丁目2,1
TEL:083‐ 9281349‐5 FAX:083‐928■3495

http://wWw:ypuilp/ccёd  E―maili manabi@yamaguchi… pu.acijp



■
■
即
■ J4/arπ夕励π 募集についてお知らせします

今まで、受講生としてやまぐち桜の森カレッジや公開講座・サテライトカレッジなどにこ参加いただい

た方や、これから受講してみたいと関心をお持ちのみなさんを対象に、山口県立大学が実施する講座

のサポートなどを担当していただく「山口県立大学生涯学習ボランティア」を募集しています。

あなたが関心をもつておられる受講してみたい講座で、無理なく、あなたのボランティアのお力を発

揮していただき、県民のみなさんに求められる講座ができることを期待しています。

: ◆応募方法  平成19年 11月 1日～平成20年 3月 31日
]       下の申込書に記入の上、郵送またはFAXで申し込みをしてください。
: ◆研  修  平成20年 5月上旬に研修と情報交換をします。

.・・ ,・・ °・・・ ●●0●●0●●000000000000● ●●●●●●0●●●●●“
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①あなたのお知恵を貸してください

講座の企画にアイデアを提供していただき、県民に求められる講座を一緒につくりませんか。

②あなたのおもてなし力を貸してください

講座開催日の受付や講座に参加される方のサポートなど、共生センターのスタッフと共に活動して

みませんか。

③あなたのコミュニケーションカを貸してください

講座当日の講師の紹介や司会などをお願いします。また、講座のPRなどについては、あなたが参加
された講座の良さ等を「クチコミ」で広げてください。

。ボランティア活動に参tElされる際に必要な「ボランティア保険」にはこちらでbll入します。

: 。ボランティアを担当される講座の受講については、受講料を減免するなど特典を設けます。     :
: ・山口県立大学附属地域共生センターや山口県立大学内の情報をスピーディーに提供します。    :
: ・学内教員との交流が深まり、地域活動等に生かせます。                     :

所  属  等
(あれば記入してください)

氏 名

住 所
〒 ( )

市
電

舌一〓
ロ 電話 (     一     ―      )  FAX(     ―     ―      )

〔申し込み/お問い合わせ先〕山口県立大学附属地域共生センター
〒753…8502 山口市桜畠3丁目2-1 丁EL・ FAX:083…928-3495

: ◆研修終了後、こ希望の講座で生涯学習ボランティアとして活動していただきます。         :



あなたこ自身や職場、そしてグループ・団体等の学習や研修活動など、生涯学習に

関するこ相談・お問い合わせは、地域共生センター生涯学習部門へお気軽にどうぞ !

鑓 9識

運動場

テニス・パレーコート

3号館

附属図書館

日講堂

地域共生センタ…

大学院棟

■至 防府・山口IC

●」Rをご利用の場合
〔九州方面、関西方面から〕

新幹線 新山口駅で山回線に
乗り換え、宮野駅下車徒歩3分

〔益田方面から〕

山回線富野駅下車徒歩約3分

●車をご利用の場合

山ロインターチェンジから国道

262号で山口方面ヘ
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:山口県立大学「Ij属地域共生センター 生涯学習部門 :

妥畠 3丁 目271        :
,/083-928-5622               :
5ノ/083-928-5622               :

3d                                       i

:           E― mail:manabi@yamaguchi― pu.ac.;p               :
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看護学部西棟




